
。 

分っとるけど やめられんだが〜 それが依存症 

3 代目ギャン妻！回復への希望を語る‼ 

とっとり県民カレッジ連携講座 

BS フジ「プライムニュース」、テレ朝チャンネル「津田大介日本にプラス」 

などに出演。祖父、父、夫がギャンブル依存症という三代にわたる依存症者の 

家族であり、自らもギャンブルと買い物依存症からの回復者として、苦悩の体験 

や回復への道などをありのままに語ります。 

依存症は病気です。誰もがかかる可能性がある病気なのです。 

放っておくと最悪、死に至ることも少なくありません。 

自分だけの力で依存症から抜け出そうとしても、この病気を克服することはとても困難です。 

依存症からの回復には支援が必要です。   — ご本人にも、ご家族にも — 

ひとりで問題を抱え込まずに、理解してくれる人がいることを信じて、一歩踏み出してみませんか。  

そして、同じような経験をしてきた方の話をきいてみませんか。 

さまざまな体験にふれることで、生きる道しるべを見つけることができるかもしれません。 

 

 

 

■お問合せ／事務局 090-9737-6833(岡田)  鳥取県断酒会 0859-54-3421（杉原方）  鳥取ダルク 0857-72-1151 

■主催 鳥取アディクション連絡会   メール : abe_takaaki@tottori.med.or.jp 

■後援 鳥取県 鳥取県教育委員会 鳥取県精神保健福祉センター 鳥取県精神保健福祉士会 鳥取県保護司会連合会 鳥取県更生保護女性連盟 

  鳥取市 鳥取市教育委員会 岩美町 （公社）鳥取県医師会 （公社）鳥取県看護協会  （一社）日本精神科看護協会鳥取県支部 

  （一社）鳥取県東部医師会 （一社）鳥取県薬剤師会 鳥取保護観察所 新日本海新聞社 朝日新聞鳥取総局 読売新聞鳥取支局  

  毎日新聞鳥取支局 山陰中央新報社 日本海テレビ ＢＳＳ山陰放送 ＴＳＫ山陰中央テレビ 日本海ケーブルネットワーク ＦＭ山陰 ＦＭ鳥取    

 

 

1 ⼈で悩んどらんだか？ 
 

もっと知ってほしいだが 
依存症のことを。 依存症ってなぁに？ 

分っとるけど やめられんだが〜、それが依存症。 

講師 田中紀子 

参加無料 



 第９回 アディクション・フォーラム in 鳥取 

主催：鳥取アディクション連絡会 

主な構成団体：ＮＰＯ法人鳥取県断酒会・ＮＰＯ法人鳥取ダルク・とっとり喫煙問題研究会・少年問題を考える鳥取の会 

鳥取ダルクを見守る会・困り感を抱える子を支援する親の会/らっきょうの花・チャペル・ハーモニー  

    
◆ プ ロ グ ラ ム ◆ 

 

K9：30～  受付開始  

10：00～  オープニング 

10：15～  講 演① 山下 陽三 

(渡辺病院 副院長) 

「依存症の現状と鳥取県での取組み」 
10：45～  講 演② 田 中 紀 子 

(ギャンブル依存症問題を考える会 代表理事)  
「なぜ依存症となり、どうやって回復したか？」   

12：00～  ◇ 昼  休  憩 ◇     
 

13：00～  分科会 (アルコール、薬物、ギャンブル、 
アダルトチルドレン、共依存の当事者及び   
家族の自助グループ、当事者団体など） 

14：15～   当事者、家族からのメッセージ (体験談) 

16：10～  質疑応答  

16：30   閉  会 

 

田中 紀子（たなか のりこ） プロフィール 

    （ギャンブル依存症問題を考える会 代表理事） 
 

祖父、父、夫がギャンブル依存症であり、自身もギャンブル

と買い物依存症からの回復者。ギャンブル依存症当事者と家族

の支援をしながら、依存症予防教育と正しい知識の啓発活動を

している。 

2014 年、一般社団法人「ギャンブル依存症問題を考える会」

を立ち上げ代表理事に就任。現在では、与党のギャンブル依存

症対策チームを始め、国にギャンブル依存症対策の推進を働き

かけている。著書に「三代目ギャン妻の物語（高文研）」「ギャ

ンブル依存症（角川新書）」がある。 

 

 山下 陽三（やました ようぞう） プロフィール 

(社会医療法人 明和会医療福祉センター 渡辺病院 副院長) 
 

鳥取大学医学部卒業後、鳥取大学病院等の勤務を経て、

1989 年より隠岐病院、こなんホスピタルの勤務後 1998 年 

4 月に地元鳥取市に戻る。渡辺病院ではアルコール・アデ

ィクション治療プログラム(ARP)の運営に当たり、鳥取保

健所の「アルコール・薬物・ギャンブル等家族教室」の講

師、鳥取刑務所での薬物離脱教育の講師として協力。2005

年 6 月に岩美町に開設された「鳥取ダルク」の協力病院と

なり、地域医療活動に力を入れている。 

  


